角地 争い 

やなぎば し 

六月 十五 日の 四ッ半 (夜の 十一 時) ごろ、 浅 草 柳 橋 

きょう やきち ベ え 

一 一丁目の 京屋吉 兵衛の 家から 火が 出、 京屋を 全焼して 

六ッ (十二時) 過ぎに ようやくお さまった。 

隣家 は 『大 清』 という このごろ 売リ だしの 大きな 

湯治場 料理屋 だが、 この 日 はさ いわいに 風の ない 晚 

だった のと 水の 手が 早かった のとで、 塀 を 焼いた だけ 

で 助かった が、 京屋の ほう は 思いの ほかに 火の まわり 

が 早かった と 見えて、 吉兵衛 は 逃げ だす 間がなくて 焼 

死して しまった。 



下ッ 引の 十吉 は、 切れ ッぱ なれよ くうな ずいて、 

「藤 五郎 は 左腕に 気障な 腕 守 をして いて、 いつも こい 

つ を 放した こと はない。 どうせ その 下に は 入墨が あ 

るって こと はわ かってい る。 …… ところで、 町内で 

たった ひとり、 その 下 を 見た やつが ある ン です。 …… 

ま て *J リ ■ I サ 

左衛門 町の 棒 手 振の 金蔵と いうの が、 藤 五郎が 生洲へ 

手 を 入れて いると ころへ 行き あわした。 どういう はず 

みだった か、 そのと き 銀の 腕 守の 留金が はずれて 生洲 

の 中へ 落っこちた。 それで 見る 気 もな く 見た ンで すが 

たしかに 甲府 入墨 を 焼 切った 痕 のよう だった という ン 

です。 金蔵 は ヒョィ と 見て、 こいつ はいけ ない と 思つ 



あこう 見事に 焼けた もの だと 思われる ほど。 

家が 古いのに、 よく 乾き 切って いたと 見え、 梁 も 桁 

やけ ぼ つくい 

も かたちが なく まつ 黒に 焼けき つた 焼 棒杭と 灰の 上に 

屋根 伏せな りに 瓦が ド カリと 落ちつんで、 すこし 谷の 

ように 窪んだ ところに まつ 黒に 焦げた 吉兵衛 の 死骸が 

俯伏せに な つてい る。 

ひよ ろ 松 は、 一間 ほど 離れた ところに 突っ立って ジ 

ロジ 口と 眺めて いたが、 十吉の ほうへ 振り かえると、 

だしぬけに、 

「おい、 十吉、 この 死骸 はどうし たんだ」 

「どうした、 とおつ しゃる と I 



なければ ならね え 事情が 出来た からだ」 

「そう 聞けば、 いかにも もっとも。 でも、 …… ふたり 

の 手で 別々 に、 と はどうい うんです」 

「だって そうじゃ ないか。 火の手の あがった のが 四ッ 

半 だとい うこと だった が、 藤 五郎 は 夜の 五ッ半 (九 時) 

お ま ， .> 

ごろ、 芝 浦へ 小 騮の夜 網 を 打ちに 行って 『大 清』 に は 

いなかつたん だから、 三階から こんな 芸当す る こと は 

出来ない。 …… ところで、 おもん の ほう は 昨日い ちん 

ち 家から 外へ 出なかった という こと だから、 このほう 

は 隣 りへ 火 をつ ける わけに は ゆかね え。 まず、 こうい 

う 訳 だ」 



の 朝 空。 

やくほうし 

薬包紙 

膳 椀の 箱 やら 金屏風 やら あわ て てゴ タゴタ と 運び マ J 

んだ 土蔵の 中に 蒲団 を 敷いて、 おもん は、 その上で 血 

を 吐いて 死んで いる。 

ふなぞこ まくら 

よほど 苦しかった と 見え、 船底 枕 を 粉々 に 握りつ 

ぶして いる。 血の 痕を迪 つて 見る と、 いちど 土蔵の 扉 

のと ころまで 這って 行って 土 扉に 手 を かけた が、 力つ 

ことき 

きて また 蒲団のと ころまで 戻つ てきて ここで 铎れた 



なんとい つたって お前さんの 家で 人が 死んで いるんだ。 

家内に 当り をつ ける ぐらいの こと は 当然だろう じ やな 

いか。 それとも、 なに か 憶えで も あると いうの か」 

ジロリ と 藤 五郎の 顔 を 眺めて、 

「けさ 七ッ ごろ、 お前さんが 夜 網から 帰つ て 来る と、 

おもん となに か 大変な 口争い をして いるの を 女中が 聴 

いたそう だが、 いったい、 どんな もつれ だつ たんだね」 

藤 五郎 は、 グイと 肩 を ひいて、 

「そんな ことまで 申し あげなく ちゃなら ねえんで す 

ゝ _ 

力」 

「ま ァ、 そうだ。 役儀のお もてで 訊いて いるんだ から、 
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